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令和３年度 青森市立横内中学校 学校だより 第２号（令和３年４月２８日）

文責；教頭

「城趾が丘の旭光」と校歌にも歌われる「横内城」

「日本一美味しい水」といわれる清流･横内川

そんな「清流と古城の里」にある横内中学校は、

未来に羽ばたく横中生を応援します！

☆☆☆ 校 長 式 辞（一部省略）☆☆☆

本校は、校訓「実践躬行」のもと、「自律･創造･貢献」のキーワードを掲げ、教育活動を行っております。「実践躬行」とは、「自

分自身で実際に行うこと」という意味です。この校訓のもと、７０年あまりの間、先輩たちは勉強や行事、部活動に励み、仲間と励

まし合いながら、本校の良き伝統を築き上げてきました。その伝統を引き継ぐ皆さんに、この場を借りて、一つお話をします。

皆さんは、「ファースト･ペンギン」という言葉を聞いたことがありますか。日本語に訳すと、「最初のペンギン」という意味にな

ります。ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「あさが来た」で、ディーン･フジオカさん演じる明治時代の実業家「五代友厚（ごだいともあ

つ）」が、波瑠さん演じる主人公「あさ」を指して例えた言葉なので、記憶に残っている人もいるかも知れません。ペンギンは、氷

上で身体を寄せ合って寒さをしのいだり、夫婦で協力して卵を温めたりするなど、集団行動をする動物として知られています。そん

なペンギンですが、実は食欲がとても旺盛で、集団で海の中を泳いでは、魚やエビ、カニなどを補食しています。しかし、海に飛び

込むことは、その飛び込んだ先に、天敵のアザラシやシャチが待ち構えているかも知れないので、まさに命がけです。群れの中で、

一番に海に飛び込むのは誰かと、ペンギンたちは戦々恐々となっており、そのうち一羽目が飛び込んだのを見届けて、海が安全かど

うかを判断し、他のペンギンたちも飛び込んでいくのだそうです。そんな中、先陣を切った最初のペンギンを「ファースト･ペンギ

ン」と呼ぶのです。

ファースト･ペンギンは、最初に海に飛び込むため、天敵に襲われるリスクが高い一方で、エサを獲得できる確率も一番高くなり

ます。そんな、「ファースト･ペンギン」のような存在を、アメリカでは、人間社会になぞらえて「勇者」として称えます。リスクを

恐れず誰もやり遂げたことのない未知の領域に踏み出す様子を「ファースト･ペンギンのようだ」と言うそうです。例えば、フェイ

スブックを立ち上げたマーク･ザッカーバーグや、アップル･コンピュータの創始者、スティーブ･ジョブズのような人たちを「ファ

ースト･ペンギン」と呼ぶのだと思います。

実際のファースト･ペンギンは、決して「俺が先陣を切ってやろう」と考えているわけではなく、ペンギン同士で「誰が行く？」

「お前が先に行けよ」などと押し合いへし合いしているうちに、自分の意に反して押し出されてしまうのが実際のようで、少しオッ

チョコチョイなペンギンなのかも知れません。しかし、群れが狩りをして、エサを得るためには、絶対に必要な存在なのです。

この「ファースト･ペンギン」の考え方は、本校のキーワード「自律･創造･貢献」にも通じるものがあります。新型コロナウイル

ス流行の影響を大きく受けた昨年度、本校では、５月の学校再開後、早々に遠隔会議システムによる生徒総会を実施しました。ま

た、何回も計画を変更した修学旅行では、世界遺産・白神山地を訪問し、青森の魅力を再発見する修学旅行の新たな取組として市

議会だよりで紹介されました。このように、コロナ禍において、通常の教育活動が制限を受ける中、何ができるかを考え、創意工夫

して実行し、大きな成果をあげることができたのも、まさに、校訓「実践躬行」、そして「自律･創造･貢献」のキーワードが、本校

の教育活動に根付いた証であると自負しております。皆さんの先輩は、まさに「ファースト･ペンギン」として困難な状況を切り拓

いてきたのです。

新入生の皆さんにも、是非、自分の夢や目標に向かってしっ

かりと見通しを持って努力する「自律」の心をもち、目標を達

成するために創意工夫しながら新しいものや価値を創り出す「創

造」力を発揮し、そして、皆さんが創り出したものや価値が、自

分のためだけでなく、仲間や社会のために「貢献」できるような

人に成長してほしいと願っています。皆さん一人一人が、自らの

可能性に挑戦し、その成果が、自身の成長、そして、横内中学校

の新たな伝統になっていくものと、確信しています。私たちは、

皆さんが「ファースト･ペンギン」として、新たな世界に一歩を踏

み出す後押しができることを楽しみにしています。 学級担任の呼名に、「ハイッ」と爽やかな返事で応えます。



爽やかな決意表明～新入生代表・千葉葵陽さん（１－１）

今年度の入学式は、コロナ対策を講じた上で実施しました。式場で出席したのは新入生、保護者、関

係教職員のみで、在校生は各教室でＷｅｂ会議システムを使って参加しました。合唱などもなく、シン

プルな入学式でしたが、場所は離れていても、大勢の人に見守られた温かい入学式になりました。

生徒会活動･部活動を紹介しました～新入生歓迎会
４月１３日（火）、体育館で新入生歓迎会が行われました。会場の換気や、手洗い･うがいの徹底など、

コロナ対策を講じた上で、新入生は先輩たちの発表に食い入っていました。生徒会活動や部活動の紹介

では、ポスター･セッションや寸劇、動画の上映、練習内容の実演など、２、３年生が工夫を凝らして発

表しました。生徒会活動や部活動は、生徒の自主性を育む大切な活動です。新入生にも、早く横中の一

員として活躍できるよう頑張ってほしいです。

ルールやマナーを守りましょう～情報モラル教室
４月１２日（月）、青森市教育委員会指導課・佐藤 研先生を

お招きして、情報モラル教室を実施しました。多くの生徒がスマ

ホやタブレットなどを持つようになり、その分、トラブルや犯罪

被害も増えています。佐藤先生からは、ルールやマナーを守って

使うことが、トラブルや犯罪被害から自分自身を守ることにつな

がるということを教わりました。本校でも、Chromebook を使

った学習活動を行っています。正しい使い方を身に付け、楽しく

学んでほしいと思っています。

５月の行事予定です

わたしは今、中学校ってどんな生活が待っているのだろうとわくわくした気持ちでいっぱいです。それは、下校途

中にいつも見かけている中学生の立ち話をしている姿が印象に残っているからです。その笑顔と笑い声から、どんな

楽しい話をしているのだろうと想像をかき立てられました。

明日から始まる中学校生活で私は、友だちをたくさんつくりたいと思っています。同じクラスになった人にも、廊

下で会った人にも、積極的にあいさつして、いっぱい友だちをつくっ

ていきたいです。

私は特に英語が大好きなので、単語やつづり、発音などをていねい

に勉強して、どういう場面でも英語で話せるようにしたいです。他の

四教科とともにがんばっていきたいです。

これから、進んで物事に取り組み、全力で中学校生活を楽しみ、

今の友だち、新しくできる友だちといっしょに、思い出をたくさん

作りたいです。

７日（金）生徒総会

１０日（月）全校集会

１１日（火）専門･特別委員会

１２日（水）眼科検診

１３日（木）尿検査③、心電図検査

中央委員会

２１日（金）英語検定

２４日（月）～ 運動会強調週間

２７日（木）全国学力･学習状況調査（３年生）

２８日（金）運動会予行

２９日（土）運動会（予備日；６月１日）

３１日（月）振替休業


